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・・県ホルスタイン共進会

　

第4回県ホルスタイン共進会（県青年

ホルスタイン同志会主催）が9月21日、

中保の真名川河川敷で開かれました。

　

この共進会は県内の若手酪農家たちの

生産意欲を高めるとともに、より優れた

乳牛を育てるために年1回開かれ、今年

は当市をはじめ勝山市・福井市など6市

5町から68頭が参加しました。未経産牛

の12ヵ月未満・18ヵ月未満・26ヵ月未満

と、26ヵ月以上の経産牛の4部P9で競わ

れましたが、どの牛も素晴らしい発育ぶ

りで審査員を悩ませていました。

？文化の香りを満喫

　

第15回大野市総合文化祭が11月1～

3日、市民会館をはじめ有終会館や柳

廼社境内などで開かれ、盛りだくさん

の行事に、訪れた市民ば文化の香り、、

を満喫しました。

　

特に初日の1日は日曜日とあつて、

どの作品展示会場も多くの人でにぎわ

いました。また、芹洋子のハッピーリ

サイタルも人気を呼び、会場を埋めた

観客は｀、四季の歌、、や゛忘れな草をあ

なたに、、など、おなじみの歌を口ずさ

んでいました。

▲奥越マラソンに600人が力走

　

大野・勝山地区広域行政事務組合主催の第1回奥越

マラソン大会が、10月25日゛紅葉まつり、、でにぎわう

和泉村で開かれました。

　

地元奥越をはじめ県内外から約600人が参加。冷た

い小雨の降るあいにくのコンディションとなりました

が、－般男子20＊0を皮切りに元気よくスタート。美し

い紅葉のコースを、沿道の人々の声援に励まされて力

走しました。当市からは、中学男子5％で池端弘衛君

　

（陽明）、高校男子10ちで中井良明君（大野工業）が

それぞれ1位となつだのをはじめ、多くの市民が健脚

ぶりを発揮していました。
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大野公民館・大野ライオンズクラ

ブ●大野地区子供会育成会共催の「少

年少女のつどい」が、10月25日（日）

有終会館で開かれました。

　

小学4～6年生の男女約80人が参

加、竹とんぼ作りに挑みました。

　

最初に、指導者の下川武さん（春

日野）から、ナイフの使い方や竹の

削り方、作る順番などの説明を聞い

た後、10班に分かれて作業に取り掛

かりました。

　

参加者のほとんどが竹とんぼ作り

は初めてとあって、最初のうちはな

かなか思うように進みませんでした

が、20分もするとナイフの使い方も

上手になり、手際よく羽根を削って

いました。

　

なかには「ウアー、薄くなりすぎ

たあー」とか「アレッ、反対に削っ

てしまったあー」など、失敗する子

供もおり、にぎやかに作業が続けら

れました。

　

早い人は1時間もすると出来上が

り、早速試し飛行をし「飛んだ飛ん

だ」と喜ぶ姿が見られました。

　

昼食を終わってからは、それぞれ

学年ごと、男女別に飛ばし競争をし

て、楽しい一日を過ごしました。

火災の多0季節です

石油ストーブの取り扱いに注意

　

11月26日～12月

2日は秋の火災予

防運動週間です。

　

11月1日現在の

当市の火災は16件

で、昨年同期に比

べて5件多くなっ

ています。

　

これから寒くな

るにつれて各種の

暖房器具の取り扱

いが多くなります

が、特に石油スト

ーブについては、

洗濯物の乾燥や給

油中の不手際による火災が毎年発生

していますので、十分気をつけて下

さい。

ガスボンベの点検を

　

昨冬市内各地で目立ったのが、豪

雪による゛プロパンガス漏れ事故、、

です。

　

ガス漏れは建物ばかりでなく、尊

い人命にもかかわる重大な事故にな

る恐れがあります。

　

降雪期を前に、ガスボンベや配管

などを点検したり、雪に耐えられる

よう囲いを設けたりして下さい。
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◆56豪雪被害復旧に融資

　

56豪雪で被害を受けた造林地の復

旧（折損木の伐採・搬出、ならびに

伐採跡地の復旧造林）または、オウ

レン●シイタケ・その他の特用林産

物の生産に必要な施設の復旧のため

　

「56豪雪被害復旧対策資金制度」が

出来ました。

　

この資金は林業者個人や林業者の

組織する協業体に対して貸し付けら

れ、融資限度額は100万円、期間は

10年以内です。

　

返済は5年間据え置き10年以内で

元金均等償還です。利率は年8．75％

ですが、そのうち3．20％が利子補給

されます。

　

ただし、利子補給されるのは、57

年3月31日までに融資を受けた場合

に限ります。

　

詳しくは。市森林組合（5一〇〇〇5）

へ問い合わせて下さい。

◆難病見舞金の申請を

　

難病と闘っている方々を激励する

ため、市は特別見舞金を差し上げる

ことにしています。

　

対象は1年以上市内に住み、次に

挙げた難病のため、6ヵ月以上入院

または通院している方です。

　

該当される方は申請書を11月30日

　

（日）までに、市保険衛生課（6－

n11内線291）へ提出して下さい。

　

用紙は同課にあります。

　

〈難病の種類〉ベーチェット病、多

発性硬化症、重症筋無力症、全身性

エリテマトーデス、スモン、再性不

良性貧血、サルコイドーシス、筋萎

縮性側索硬化症、強皮症、皮膚筋炎

多発性筋炎、特発性血小板減少性紫

班病、結節性動脈周囲炎、潰よう性

大腸炎、大動脈炎症候群、ビュルガ

ー病、天庖庸、脊髄小脳変性病、ク

ローン病、難治性肝炎の劇症肝炎、

悪性関節リウマチ、橋本病、下垂体

機能障害、ネフローゼ症候群、突発

性難聴、溶血性貧血、肺線維病、突

発性心筋症、免疫不全症候群、脳脊

髄血管異常、慢性ジン炎、網膜色素

変性症、メニエール病、慢性スイ炎

若年性高血圧症、原発性肺高血圧症

特発性門脈圧充進症、肝内胆汁うっ

滞、シェーグレン病、アミロイドー

シス、特発性非感染性骨壊死病、後

縦じん帯骨化症、難治性の肝炎、育

成疾患（心臓、ジン臓、その他先天

性内臓疾患、以上の病気はO～18歳）

先天性代謝異常疾患（ウィルソン病

先天性リレチン症、フェ二－ルケト

ン尿症、先天性無カンマグロブリン

血症、ミスチン尿

症、ホモシスチン

尿症、楓糖尿症、

ガラクトース血症

血友病、以上の病

気は満1歳から小

学校就学期に達し

ない者）

◆特設人権相談所

　

次のとおり特設人権相談所が開か

れます。人権に関して悩みを持って

いる方は、気軽に相談下さい。

　

〈日時〉11月24日（火）午後1時30

　　　

分～4時

　

〈場所〉乾側公民館

◆婦人のための教養講座

　

婦人のための教養講座が次のとお

り開かれます。多数参加下さい。

〈日時〉11月28日（土）午後1時30

　　　

分～4時

〈場所〉勤労青少年ホーム

＜テーマ〉民話の世界（民話の朗読

　　　

映画・講話などがあります）

◆゛はたちの声。の論文募集

　

来年成人式を迎えるみなさん（昭

和36年4月1日～37年3月31日生ま

れ）を対象に「はたちの声」の論文

を募集します℃

　

テーマは「私の訴えたいこと」「現

代社会に思う」「私の選んだ道」など

自由です。奮って応募下さい。

〈字数〉400字詰め原稿用紙で5枚

　　　

以内、住所・氏名●職業●連

　　　

絡先（電話番号）を明記

〈締め切り〉12月19日（土）

＜提出先〉市教育委員会社会教育課

　　　

（天神町1－1、6－1111内

　　　

線405）

〈表彰〉応募者には記念品を贈り、

　　　

入賞者（入選・佳作各3点）

　　　

は成人式の席上で表彰

◆無免許の無線局開設は処罰

　

これまでは免許を受けないで無線

局を運用した場合にだけ罰せられま

したが、このほど電波法が改正され

て、免許を受けないで無線局を開設

しただけでも、罰せられることにな

りました。

　

無免許で開設すると1年以下の懲

役、または20万円以下の罰金が課せ

られることになり、58年1月1日か

ら適用されます。

　

例えば、自動車の運転席に免許を

受けないで無線機を取り付け、電波

を発射出来る状態とした者は処罰さ

れます。

　

なお、電波障害で困っている方は

福井県電波障害防止協議会（福井市

宝永3－3－5NHK福井放送局

営業部0776－23－0750）へどうぞ。

◆生活用品再活用情報

　

〈譲ります〉ヘアドライヤー、整髪

巻きカール、ホットカーラー、ベル

トマッサージ機、毛糸編み機、足踏

みミシン、美容洗顔器、美容運動器

機、健康器具、スチール両そで机

　

〈譲って下さい〉こ段ベッド、冷蔵

庫、カラーテレビ、本棚、ピアノ、

電気育苗機、男子用自転車、婦人用

ミニ自転車、スキー靴（21ド、26r）

室内ランニング器、ミニバイク50c．c

ぶらさがり健康器具、子供用自転車

脱水機

　

品物を譲りたい人、譲ってほしい

人は市役所生活環境課（6－nil内

線225）へ連絡して下さい。

スマイル

　　　　　

r食欲の秋』

たわむれに妻を背負いてその余

り、重きに泣きて一歩あゆまず

　　　　　　　　　　　

唐変木
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県交通事故相談所が移転

　

県庁舎の完成に伴って、福井県交

通事故相談所福井相談所がこのほど

電気ビル内（福井市大手2丁目9－

10）へ移転しました。

　

電話は0776－21－1111です。交通

事故で困っている方や、悩んでいる

方は気軽に相談して下さい。

決意新たに6人がたい帽

　

10月22日大野准看護婦学院で、

たい帽式が行われました。たい帽

したのは今春入学して、約半年間

基礎教育を受けてきた6人です。

　

山川普学院長は「みんなそろっ

て立派に卒業出来るよう学習に励

むとともに、誠実で信頼される看護

婦を目指して心の勉強も忘れないで

ほしい」と激励。その後会場の明か

りが消され、キャンドルのともし火

のなかで゛純白の冠、、をかぶせても

らいました。
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